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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年2月21日(2008.2.21)

【公表番号】特表2007-523971(P2007-523971A)
【公表日】平成19年8月23日(2007.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2007-032
【出願番号】特願2006-547542(P2006-547542)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 271/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 271/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 311/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/20     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   5/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  15/295    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/38    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ 290/06    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 271/20    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ 271/28    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 311/06    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０３　
   Ｃ０９Ｄ 133/14    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/20    　　　　
   Ｂ０５Ｄ   5/00    　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｄ   7/24    ３０２Ｐ
   Ｄ０６Ｍ  15/295   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月26日(2007.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）次式：
ＣnＦ2n+1－Ｘ－ＯＨ
　（式中、
　ｎ＝１～５であり、
　Ｘ＝



(2) JP 2007-523971 A5 2008.2.21

【化１】

であり、
　Ｒ＝水素または炭素原子１～４個のアルキル基であり、
　ｍ＝２～８であり、
　Ｒf＝ＣnＦ2n+1であり、
　ｙ＝０～６であり、
　ｑ＝１～８である）
によって表される少なくとも１種類のフルオロケミカルアルコール；
　（ｂ）少なくとも１種類の非分岐対称ジイソシアネート；
　（ｃ）アルキレン部分に炭素原子２～約３０個を有する、少なくとも１種類のヒドロキ
シ末端アルキル（メタ）アクリレートまたは２－フルオロアクリレートモノマー；
の反応生成物を含む、フルオロアクリレート。
【請求項２】
　（ａ）Ｃ4Ｆ9ＳＯ2ＮＣＨ3（ＣＨ2）2ＯＨと、
　（ｂ）４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネートと、
　（ｃ）ヒドロキシブチルアクリレートまたはヒドロキシエチルアクリレートと、の反応
生成物を含むフルオロアクリレート。
【請求項３】
　以下の一般式：
ＣnＦ2n+1－Ｘ－ＯＣ（Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＨＮＣ（Ｏ）Ｏ－（ＣpＨ2p）（Ｏ）ＣＯＣ（Ｒ’
）＝ＣＨ2

　（式中、
　ｎ＝１～５であり、
　Ｘ＝

【化３】

であり、
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　Ｒ＝Ｈまたは炭素原子１～４個のアルキル基であり、
　ｍ＝２～８であり、
　Ｒf＝ＣnＦ2n+1であり、
　ｙ＝０～６であり、
　ｑ＝１～８であり、
　Ａ＝非分岐対称アルキレン基、アリーレン基、またはアラルキレン基であり、
　ｐ＝２～３０であり、
　Ｒ’＝Ｈ、ＣＨ3、またはＦである）
によって表されるフルオロアクリレート。
【請求項４】
　以下の一般式：
ＣnＦ2n+1－Ｘ－ＯＣ（Ｏ）ＮＨ－Ａ－ＮＣＯ
　（式中、
　ｎ＝１～５であり、
　Ｘ＝
【化７】

であり、
　Ｒ＝Ｈまたは炭素原子１～４個のアルキル基であり、
　ｍ＝２～８であり、
　Ｒf＝ＣnＦ2n+1であり、
　ｙ＝０～６であり、
　ｑ＝１～８であり、
　Ａ＝非分岐対称アルキレン基、アリーレン基、またはアラルキレン基である）
によって表される、フッ素化イソシアネート。
【請求項５】
　請求項１、２、３または４に記載のフルオロアクリレートの反復単位を含む、フッ素化
アクリルポリマー。
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